

花火大会特別委員会　事業計画
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：鈴　木　辰太郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　常任理事：武　田　靖　裕

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別委員長：鈴　木　　　力
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　本　部　長：高　野　秀　哉
【委員会主旨】
　私たちが住まう故郷やまがたには夏の風物詩として夜空を彩り、山形市民の方々から愛され、郷土愛を育んでいただくために開催されてきた山形大花火大会は３５回目を迎えます。近年では都市化現象により地域の連帯感や思いやりが薄れています。また、経済状況も足踏み状態が続き、活力の停滞が感じられます。わがまちやまがたに笑顔の輪が広げ、ひととまちが輝き、活力溢れるやまがたにするために花火大会を開催する必要があります。
まずは、来場される方々に花火大会を安全な場所から安心して快適に観覧できる会場を確保するために安全計画を確実に実行する設営防災部会を設置します。そして、会場アクセスの方法を再考し、あらゆる事態を想定しつつ臨機応変に対応するために、関係諸団体とメンバー間の情報をスムーズにおこなう警備交通部会を設置します。また、花火大会へ市民の参加を促進し、市民参加型花火を実現するために大会に関わる情報を様々な方法で発信するとともに魅力ある企画を立案し、大会を華やかに彩ることのできる総務広報企画部会を設置します。さらに、市民の方々や協賛企業との関係を強化し、新たな賛同企業を拡大するために、これまでの実績を検証し、計画的に活動をおこないメンバーへ正確な協賛に関する情報を提供できる渉外部会を設置します。そして、今後も山形大花火大会を継続するために、関係諸団体と協議をおこない花火大会会場の変更も含めた花火大会計画の提案をおこないます。また、ＪＣ運動を支えていただいている方々へ感謝の気持ちを表すために、参加した子どもへ楽しい思い出が残るようなクリスマス家族例会をおこないます。
夜空を焦がす大輪の花火が家族や仲間、見るすべての方々に感動を与え、日々の活力へと繋がり、新たな夏の思い出での１ページが郷土愛をさらに深めることで、このまちに百花繚乱の如く、輝く満面の笑顔が咲き誇る「魅力溢れるＹＡＭＡＧＡＴＡ」を実現します。

【常任理事意見】

山形大花火大会は山形の夏の風物詩として市民の皆様に育まれ、本年で３５年目を迎えます。夏の一大事業としてメンバー一人ひとりが事業に取り組み、多くの方々からのご協力を得ることにより夏の夜空を百花繚乱の如く彩り、そして会場には笑顔が咲誇る最高の花火大会を企画・実施をおこないます。
